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君
和
田
毅
さ
ん
を
迎
え
て 

 

豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長 

高
安
広
子 

  
 

麦
秋
の
候
、
皆
様
に
は
豊
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事

業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
も
、
役
員
会
、
そ
し
て
四
つ
の
専
門
部

（
地
域
環
境
・
文
化
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
・
広
報

記
録
）
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
豊
か
な
地
域

づ
く
り
、
絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 

私
た
ち
セ
ン
タ
ー
職
員
も
一
丸
と
な
り
、
微
力
な
が
ら
も

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
四
月
一
日
の
市
の
人
事
異
動
で
、
君
和
田
毅
さ

ん
を
迎
え
ま
し
た
。
行
政
へ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
勤
務
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
た
な
十
年
へ 

 

豊
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長 

飯
島
亘
隆 

 

 

青
田
の
候
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
豊
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
に
は
、
常
日

頃
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
も
発
足
し
て
か
ら
十
一
年
が
過
ぎ
、
地
域

が
運
営
す
る
『
地
域
管
理
型
』
に
移
行
し
て
、
丸
十
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
豊
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
十
周
年
記
念
誌
を
編
纂
中
で
す
。 

さ
て
、
生
物
界
の
覇
者
（
？
）
哺
乳
動
物
の
乳
房
も
、
原

点
を
探
る
と
、
「
獲
物
獲
得
の
滑
り
止
め
」
か
ら
「
体
温
調

節
の
汗
腺

」、

さ
ら
に
「
授
乳
器
官
」
と
変
化
し
ま
し
た
。 

生
物
は
、
遺
伝
子
の
獲
得
に
よ
り
後
世
に
継
承
さ
れ
ま
す

が
、
進
化
か
否
か
は
、
活
用
次
第
の
様
で
す
。 

暑
か
っ
た
け
ど
い
い
気
持
ち 

 

絶

好

の

天

気

の

下 

 
 

 

北
浦
一
周(

半
周
？
） 

 

五
月
十
七
日

(

土

)

午
前
八
時
三
十
分
、
今
年
も
北
浦

一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

風
も
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
五
月
に
し
て
は

暑
過
ぎ
る
と
も
い
え
る
気
温
の
中
、
午
後
二
時
に
は
豊
津

小
学
校
へ
到
着
。
無
事
、
参
加
者
全
員
、
予
定
し
た
三
十

八
キ
ロ
を
完
走
し
ま
し
た
。 

(

Ｐ
２
に
関
連
記
事

)
 

 

白鳥の里で参加者の記念写真 

題字：藤枝泰一郎氏 
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H 

豊
津
地
区
の
田
園
風
景
も
一
面
の

青
さ
の
中
か
ら
か
え
る
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
こ
の
頃
で
す
。
こ
ん
な
の

ど
か
な
郷
に
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
の

ど
か
な
地
域
に
あ
っ
た
豊
津
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
里
づ
く
り
を
す

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

四
つ
の
専
門
部
に
分
か
れ
て
、

豊
津
ら
し
い
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
し

よ
う
と
、
各
専
門
部
部
長
さ
ん
を
先

頭
に
第
１
回
の
専
門
部
の
会
議
を
設

定
し
、
１
年
間
の
方
針
と
か
行
事
計

画
を
協
議
し
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と

い
う
感
じ
で
あ
り
ま
す
。 

専
門
部
は 

１
、 

地
区
ま
ち
づ
く

り ２
、 

ス
ポ
ー
ツ
健
康

づ
く
り 

３
、 

広
報
記
録 

４
、 

福
祉
環
境 

 
 

 
 

 

以
上
４
部
門
で
す
。 

 

各
専
門
部
の
委
員
さ
ん
、
部
長

さ
ん
、
そ
れ
に
公
民
館
の
主
事
の
皆

さ
ん
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
俺
た
ち

が
や
ら
な
け
れ
ば
、
俺
た
ち
の
ま
ち

な
の
だ
か
ら
と
い
う
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
、
活
気
を
感
じ
る
第
１
回
の
会

議
で
し
た
。 

 

豊
津
の
ま
ち
づ
く
り
を
完
成
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

 

豊
津
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

H19年度委員長 

君和田 元浩 

 

▲ 右 側 が 寄 贈 の 釜  

 

 
 

 
 

8:00開会式  委員長あいさつ 

8:30豊津小出発 

四谷付近まだまだ元気 沼尾付近 好天

気で良い気持ち  

北浦大橋見えてきた 

白浜少年自然の家で昼食・集合写真 

水原・白鳥の里で一休み 

草笛 石 投

げ  
あとちょっと。頑張れ！ 

14:00 豊津小へゴール 閉会式  箕輪先生の講評 

にせ警官、 

今年も参上！ 

完走賞 
松
岡
綺
羅
さ
ん 

藤
枝
元
輝
く
ん 

松
岡
綺
羅
さ
ん 

完 走 賞 の 感 想  

 元輝くん：苦しいときもあったけど、頑張って

良かったです。 

 綺羅さん：苦しかったけれど、うれしいです。 
六年連続で 

走りました 
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の
委
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さ
ん
、
部
長
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そ
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に
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け
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、
俺
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ま
ち
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だ
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と
い
う
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
、
活
気
を
感
じ
る
第
１
回
の
会

議
で
し
た
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豊
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の
ま
ち
づ
く
り
を
完
成
さ

せ
ま
し
ょ
う
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豊
津
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
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H19年度委員長 

君和田 元浩 

 

▲ 右 側 が 寄 贈 の 釜  

 

豊津地区ソフトボール大会 

      ６月８日 卜伝の郷運動公園 

 

 雨降りしきる中での開会式でしたが、試合

開始と同時に小降りとなり、予定通り実施す

ることができました。参加された皆様、お疲

れ様でした。 

 

＜結果＞ 

優 勝 

大船津第３区 

準優勝 

 新田区 

豊
津
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 
 

六
月
三
日
、
神
野
ふ
れ
あ
い
公
園 

 

三
種
目
に
、
総
勢
三
十
九
名
の
参
加 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
種
目
の
上
位
入 

賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
】 

 
 

優 

勝 

小
沼
や
い
さ
ん 

 
第
二
位 

黒
須
は
る
さ
ん 

第
三
位 

笹
本
キ
ヨ
子
さ
ん 

【
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
部
】 

優 

勝 

新
田
Ｂ
チ
ー
ム 

 

第
二
位 
大
船
津
Ｂ
チ
ー
ム 

第
三
位 

大
船
津
Ａ
チ
ー
ム 

【
輪
投
げ
の
部
】 

優 

勝 

遠
藤
実
さ
ん 

 
 

第
二
位 

高
安
茂
さ
ん 

第
三
位 

藤
枝
栄
子
さ
ん 

と
よ
つ
か
る
た
め
ぐ
り 

シ
リ
ー
ズ
⑬ 

 

      『
松
岡
塾
』
。
教
育
者
の
家
系
の
松
岡

重
喜
氏
か
ら
始
ま
っ
た
「
豊
津
地
区
の
教

育
」
の
歴
史
で
す
。 

江
戸
時
代
の
末
期
、
松
岡
家
で
開
い
て

い
た
宝
鏡
院
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
）
と
い

う
お
寺
が
、
地
域
の
寺
子
屋
と
し
て
、
漢

学
・
書
道
等
の
「
学
び
の
場
」
に
な
っ
て

い
っ
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。 

 

明
治
時
代
に
入
り
、
学
校
制
度
が
設
立

さ
れ
、
そ
の
当
時
の
大
船
津
地
区
に
設
け

ら
れ
た
大
船
津
小
学
校
（
明
治
十
一
年
九

月
五
日
創
立
）
の
初
代
校
長
を
重
喜
氏
、

二
代
目
校
長
を
重
顕
氏
と
、
松
岡
家
が
担

っ
て
い
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

※
明
治
二
十
二
年
に
「
豊
津
村
」
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
船
津
小
学
校
か
ら
豊
津

小
学
校
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

       

◎
と
よ
つ
か
る
た
を
通
し
、
地
域
の
歴
史

文
化
を
知
り
、
幾
つ
に
な
っ
て
も
学
び
の

心
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
四
日
、
素
晴
ら
し
す
ぎ

る
ほ
ど
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
津
悠
々
健
康
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
館
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
実

施
し
ま
し
た
。 

初
夏
の
房
総
・
館
山
湾
の
景
色
を
楽
し
み
、
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
と
て
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、
み
ん
な
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

☆ 

コ
ー
ス 

☆ 

豊
津
公
民
館 

→ 

道
楽
園
（
休
憩
） 

→ 

洲
崎
灯
台
（
東
京
湾
と
太
平
洋
を
見
渡
せ
る
灯 

台
） 

→ 

館
山
城 

→ 

昼
食 

→ 
崖
観 

音
（
岸
壁
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
） 

→ 
鋸 

山
大
仏
（
医
薬
の
仏
様
） 

→ 

金
谷
売
店 

（
休
憩
） 

→ 

豊
津
公
民
館 

 

館

山

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ 

今
年
の
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
素
晴
ら
し
い
景
色
の

中
を
歩
き
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
医
薬
の
大
仏
様
・

崖
の
観
音
様
を
巡
る
、
と
て

も
清
々
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。 

今
回
の
ル
ー
ト
は
、
坂
や

階
段
等
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
す

る
場
所
が
多
く
、
多
く
の
方

に
は
良
い
筋
ト
レ
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
帰

り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
疲
れ

と
快
適
な
揺
れ
で
、
グ
ッ
ス

リ
と
休
ん
で
い
た
人
が
多
か

っ
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

と
て
も
充
実
し
た
館
山
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
し
た
。 

（
参
加
者
三
十
一
人
）  

▲チームワークで嬉しいＶ 



第３２号（４）            と よ つ だ よ り           平成２６年６月１５日  

 

H 

豊
津
地
区
の
田
園
風
景
も
一
面
の

青
さ
の
中
か
ら
か
え
る
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
こ
の
頃
で
す
。
こ
ん
な
の

ど
か
な
郷
に
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
の

ど
か
な
地
域
に
あ
っ
た
豊
津
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
里
づ
く
り
を
す

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

四
つ
の
専
門
部
に
分
か
れ
て
、

豊
津
ら
し
い
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
し

よ
う
と
、
各
専
門
部
部
長
さ
ん
を
先

頭
に
第
１
回
の
専
門
部
の
会
議
を
設

定
し
、
１
年
間
の
方
針
と
か
行
事
計

画
を
協
議
し
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と

い
う
感
じ
で
あ
り
ま
す
。 

専
門
部
は 

１
、 

地
区
ま
ち
づ
く

り ２
、 

ス
ポ
ー
ツ
健
康

づ
く
り 

３
、 

広
報
記
録 

４
、 

福
祉
環
境 

 
 

 
 

 

以
上
４
部
門
で
す
。 

 

各
専
門
部
の
委
員
さ
ん
、
部
長

さ
ん
、
そ
れ
に
公
民
館
の
主
事
の
皆

さ
ん
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
俺
た
ち

が
や
ら
な
け
れ
ば
、
俺
た
ち
の
ま
ち

な
の
だ
か
ら
と
い
う
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
、
活
気
を
感
じ
る
第
１
回
の
会

議
で
し
た
。 

 

豊
津
の
ま
ち
づ
く
り
を
完
成
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

 

豊
津
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 
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君和田 元浩 

 

▲ 右 側 が 寄 贈 の 釜  

 

◆
つ
ぶ
や
き
◆
上
述
の
と
お
り
、
新
し
い
男
性
職
員

が
加
わ
り
ま
し
た
。
甘
い
マ
ス
ク
、
テ
ニ
ス
で
鍛
え

た
体
力
、
楽
し
い
話
力
に
加
え
、
冷
静
な
判
断
力
や

財
力
（
？
）
も
持
ち
合
わ
せ
る
頼
も
し
い
存
在
だ
そ

う
で
す
。
心
配
な
の
は
、
女
性
の
園
で
萎
縮
し
な
い

か
。
皆
さ
ん
、
お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す
！ 

 

今

年

度

の

区

長

さ

ん

で

す

 
 

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

 

 

・
大
船
津
新
田
区 

 

内
田 

早
苗
さ
ん 

・
大
船
津
第
一
区 

 

内
野 

安
彦
さ
ん 

・
大
船
津
第
二
区 

 
 

安
重 

松
雄
さ
ん 

・
大
船
津
第
三
区 

 

木
村 

正
彦
さ
ん 

・
爪 

木 

区 

 

君
和
田 

昇
さ
ん 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
※
写
真
右
か
ら
順
に
） 

『
う
ら
ら
会
』
っ
て
ご
存
知
で
し
た
か
？ 

 

平
成
十
七
年
に
発
足
し
た
豊 

津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
会 

長
・
君
和
田
君
江
さ
ん
）
の
愛 

称
が
、
『
う
ら
ら
会
』
で
す
。 

『
う
ら
ら
会
』
の
事
業
目
的 

は
、
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者 

等
が
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い 

を
通
じ
て
、
地
域
で
の
疎
外
感 

を
解
消
し
、
生
き
が
い
や
介
護 

予
防
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
し 

て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
、
食 

事
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
移
動 

楽
習
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
各
種
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
既
に
六
月
六
日

に
は
東
京
・
巣
鴨
へ
移
動
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

『
と
よ
つ
ク
リ
ー
ン
』
に
ご
協
力
を
！ 

  

豊
津
の
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
い
つ
ま
で
も 

潤
い
の
あ
る
地
域
と
し
て
ゴ
ミ
の
な
い
環
境
作
り 

を
進
め
る
た
め
、
豊
津
地
区
で
は
『
豊
津
ク
リ
ー 

ン
』
を
年
三
回
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
五
月
十
一
日
に
実
施
し
、
今
後
は
八 

月
と
一
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
市 

で
行
う
環
境
美
化
活
動
（
市
内
一
斉
清
掃
）
と
同 

じ
よ
う
に
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

リ
ト
ル
フ
ァ
ー
ム
（
夏
野
菜
種
ま
き
・
苗
植
え
） 

  

五
月
十
日
（
土
）
、
と 

よ
つ
キ
ッ
ズ
の
『
リ
ト
ル 

フ
ァ
ー
ム
』
が
、
文
化
福 

祉
専
門
部
員
の
指
導
の
も 

と
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

畑
に
は
、
ス
イ
カ
・
ピ 

ー
マ
ン
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
の 

苗
を
植
え
、
ト
ウ
モ
ロ
コ 

シ
・
枝
豆
の
種
を
ま
き
ま 

し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
三
世
代
計
二
十
人

の
参
加
で
、
楽
し
く
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
作

業
後
に
は
、
主
事
さ
ん
達
手
作
り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ど
れ
だ
け
収
穫
で
き
る
か
、
今
後
の
成
長
具
合
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
も
時
々

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※

『

と

よ

つ

キ

ッ

ズ

』

と

は

、

鹿

嶋

市

が

実

施

す

る

『

放

課

後

子

ど

も

教

室

事

業

』

の

豊

津

版

。

子

ど

も

達

の

安

全

安

心

な

居

場

所

作

り

を

推

進

す

る

も

の

で

、

今

年

度

は

全

十

回

の

予

定

で

す

。

都

度

、

か

わ

ら

版

（

そ

よ

か

ぜ

）

で

開

催

案

内

を

し

ま

す

の

で

、

先

輩

方

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

次

回

は

、

六

月

二

十

九

日

（

日

）

に

男

の

料

理

と

共

催

で

「

餃

子

作

り

」

に

挑

戦

で

す

。 

※

今

年

の

農

園

は

、

笹

本

正

朔

さ

ん

（

故

人

）

か

ら

寄

付

さ

れ

た

土

地

を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笹
本
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
！ 

  

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付
の
市
人
事
異
動
に
よ
り
、
豊
津

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
市
職
員
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
①
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
②
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実 

と
強
化
、
と
い
う
大
き
く
二 

つ
の
点
を
目
的
と
し
、
豊
津 

地
区
と
は
ま
な
す
地
区
の
二 

つ
が
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ 

れ
、
市
職
員
が
配
属
さ
れ
た 

も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
職 

員
同
様
、
新
し
く
配
属
さ
れ 

た
貴
重
な
戦
力
・
君
和
田
主 

幹
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
。 

▲ （ 左 か ら ） 黒 須 主 事 ・ 藤 城 主 事 ・
髙 安 セ ン タ ー 長 ・ 君 和 田 主 幹 ・ 笹 本
地 域 福 祉 推 進 委 員 ・ 遠 藤 主 事  ▲ ５ 月 ９ 日 に 行 わ れ た 支 援 会 議  

5 月 11 日 の 活 動 の 様 子  

( 爪 木 ・ 大 船 津 第 ２ )  


